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新しい中学校学習指導要領における物理教育関連

放送大学(客員〉波田野彰

1.はむめに

2008年3月28日に文部科学省誌中央教膏審議会〈中教審)教育課程部会からの苔串Lこ基づいて

新しい小・中学校学習指導要領を告示した。この申学校学習指導要韻等理科編改訂の作業に協力者

として参画した。そこで，とくに第 1分野{物理・化学関係卦野)についてこの改訂での新たなね

らいを中心に述べ また 中学校での理科教育およびそれに関連した中等教育での物理教膏に対す

る私見を述べる 9

2.中教審教警課程部会筈申

答申で、は改訂にあたって. i生きる力」という理念の共有，基礎的・基本的な知識・技能の習簿，

思考力・判断力・表現力等の育成，確かな学力を確立するための時間数薙保，学習意欲の向上，学

習習慣の確立，豊かな心や謹やかな捧の育成の指導充実，を基本として，その内容については，言

語活動の充実，理数教育の充実，伝統・文化に関する教育の充実，道穂、教育の充実，体育活動の充

実，小学校段階での外国語活動，社会の変fとへの対応した教科等を横麟した改善(構報，環境，も

のづくり，キャリア教育，食育，安全教育etc)，が要請されたD

この背景には現行の指導要領が「個に応じた指導jの充実 「総合的な学習の時間jの創設など

を行った反面，教科指導の時間が謹保されない，総合学習の指導の不明謹なままの実諸といった問

題点在抱えていることがある。

また，椀えばTIMSS(2003年)(国際数学，理科教育動向調査)の調査では「蒋来，自分が望む

仕事につくために良い成績を取る必要があるかどうかJ(中学技第2学年〉に対する「強くそう思

うム fそう思う」という自答が数学では国擦平均が 73gもに対して我が国で誌 47丸また，理科に

対して同じく 66%に対して 39完という結果であった。

同様なことは OECDPISA2006の調査にも示されている。そこで、泣科学的能力誌上位を採って

いるが，科学にま守する興味や関心，探求心といった態度，理科授業に対する生徒の認識など，いず

れも国際的に低水準で、あるむす主わち 子洪たちの学習意欲等の騒念は，国際比較のみではなく国

内の調査からも，特に算数・数学や理科について学習に対する積極性が乏しく，得意だと思う子ど

もたちが少ないこと，そして，これはさらに科学の有国性に対する認識，将来の職業選択とのかか

わりに関する意識の点でも憂憲すべき状態である。

特に今回の改訂で理数教育の充実が掲げちれ，中学校学習指導要領改訂の方向性としてう単なる

10年前に戻すということではなく，小・中・高等学校を通じた理科の内容の構造イとを図ること，ま

た，実社会・実生活との関連を重視する内容老充実させることを盛り込むことが要請された。

3.学習指導要領改訂の基本的な考え方

中教審の要請に基づいて，新指導要領を以下のような考え方に基づいて作成することになった0

・「生きる力」をはぐくむという現行学習指導要領の基本理念は変わらない
基本理念は，新指導要預においても変わらず，この実現のために学校現場等での課題を搭まえ，
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「科学としての科学教育」

指導面などでの具体的な手立てを確立することを百指す0

• rゆとり教育Jから「詰め込み教育Jへの転換ではない
授業時数の増加は必要であるが，指導内容を増やすことを主な目的とするもので;まない。学習に

じっくりと攻り組める時毘を確保するという考え方辻今回の改訂でも重要で、 「ゆとりjか「詰め

込みjかではなく，基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着とこれらを活用する力の育戒を神ば

していくことが必要である。

・授業時数の増加が必要な理由

つまずきゃすい内容の確実な習鐸を図るための操り返し学習や，知識・技能を活用する学習(観

察・実験やレ示ート作成，論述など)を行う時間を充実するためである。全国学力・学習状況調査

の結果も踏まえ，このような学習時簡を確課し，基礎的・基本的な知識・技能の習得と思考力・判

断力・表現力等をはぐくむことを目指す。

事学習指導要領の「基準性」という考え方

平成 15年に，学習指導要領は全生徒に対して指導すべき内容を示す基準であることを明確にし，

生誌の実請に応じ 学習指導要額に示していまい内容を加えて指導できることがはっきりした。今

回の改訂においては，さらなる明確化のために「…は取り扱わないことJとする九まどめ規定」の

晃重しを行う。

・子どもたちの興味・関心を重視するとともに，基礎的・基本的な知識・技能を身に付けさせる

子どもたちの興味ー関心を重複することともに 基礎的・基本的な知議・技能をしっかりと身に

付けさせる指導をすることが重要である。自主性の尊重と 教えることを抑制することは違う。学

ぶ意欲そ高めながら，教えて考えさせる指導をすることが大切である。

・総合的な学習の時間の授業時数の削減される理由

「生きる力」をはぐくむために，総合的な学習の時間で行われている体験的な学習や課題解決的

主学習はますます重要である。しかし，これらの学習のためには，各教科で知識・技能を活用する

学習活動を充実することが必要であることから，総合的な学習の時間の時数を縮減し，国語や理数

等の時数を増やす。これにより，各教科での知識・技能の習得，活用の学習を踏まえ，総合的な学

習の時間では教科等を横断した課題解決的な学習や課究活動の質的な充実に当てられる。

・新学習指導要領実施するための教育条件の整嬬が必要

新学習指導要額の全面的な実施は平成24年度からであるが，平成20年4月から算数・数学，理

科を中心に一部の内容が先行して実施される。平成 21年度政唐予算案に新学習指導要額の円滑な

実蕗;こ向けた支護策 (400億円)を重り込み，先行実蕗する算数・数学，理科の授業時数増に対応

するための非常勤講師の配置，算数・数学，理科の先行実諸に伴い新たに必要となる教材〔実験器

具等)の購入経費の掻助や教科書に準拠した補助教材の作成・配布を行う D

・理科教育の充実について

授業時数の増加は現行との対比で見ると，小学校理科は 350時間から 405持閉へ 16ちも増，中学

校理科は 290時間から 385蒔間へ 33ちも増となる。指導内容の充実として特に観察・実験を重視

する9
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4.理科の学習指導要領改訂

教科理科に対する答申の具体的主方針は以下のように要約される。

①科学に関する基本的概念の一層の定着を図り，科学的立見方や考え方，総合的なものの見方を

育成すること

「エネルギーJ.r粒子J，r生命J，r地球jなどの「科学の基本的な見方概念在柱としてj理科の内
容在構成し，科学に関する基本的規念の一層の定着が図れるよう改善する。科学的な見方や考え方

在育成し，科学技術と人間，エネルギーと環境 白震災害など総合的な見方を育てる構成とする。

その際，小学校との接続にも十分に配慮するとともに，国際的な通用'性，舟容の系統性の確保など

の観良から改善を留る。

②科学的主思考力，表現力の育成を図ること

自然の事物・現象に進んでかかわり，その中に問題老見いだし 目的意識をもって観察，実験を

主体的に行い，課題を解決するなど，科学的に探究する学醤活動を一層重視して改善を図る。その

土で，観察，実験の結果を分析して解釈する能力や，導き出した自己の考えを表現する能力の育成

に重点を置くむ言語力，読解力の斉或という教科横断の改善の損点とも関話している。

③科学在学ぶ意義や有用性老実感させ，科学への関心を高めること

生徒が科学在学ぶ意義や有用性老実感していないことなどが課題となっているc 科学技衛が日常

生活や社会を豊かにしていることや安全性の向上に役立っていること 理科で学習することが様宅

設職業と関係していることなど，日常生活や社会との関連を重視して改善を国る。さちに，持続可

能な社会の構築が求められている状況も踏まえ，環境教育の充実在割る G

③科学的な体験，白露体験の充実在留ること

生徒の自然体験などの不足が課題になっており，観察，実験の充実はむろんのこと，原理や法則

の理解を深めるためのものづくり，継続的な観察や季節を変えての定点課測など，科学的な体験や

自然体験の充実を留ることに寵慮し改善を図る。

5.新たに加わった事項

今回の改訂で特記すべきことは理科の学習が実社会，実生活と深く関わっており，それらがいろ

いろな場面で活用されていることを学び敦ることを求めている。

(1)第 l分野で、新たに加わった事項

現行の指導要韻にない，新たに加わった項目は以下の通りで島る。

。力と Eまねのイ申ひ~， 0重さと質量の違い，07kEE， 0プラスチック， 0電力量， 0熱量， 0電子，

O衝突付、学5年から).0直流と交淀の違い， 0力の合成と分解，。仕事， 0仕事率， 0水溶液の

電気伝導性，。原子の成り立ちとイオン(電子，原子核を含む)， 0化学変北と電池，。熟の長わり

方， 0エネルギー変換の効率，。放射線， 0自然環境の保全と科学長補の利吊

その他，物質の成り立ちで原子・分子に周期表が含まれ，第2分野で詰月の運動者どである D

(2) i科学技術と人間Jtこ新たに加わった事要

新たに加わった「岳然環境の保全と科学技術の科用」を中心に，一部は現行でも行われているが，

持に重要と考える事項について述べるむ
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f手ヰ学としての詳学教育J

-軒学技術と人間

エネルギー資源の利用や科学技術の発展と人間生活とのかかわりについて認識を深め，自黙環境

の保全と科学技街の利用の在り方について科学的に考察し判断する態度を養う。

・エネJvギ-
1)捜々なエネルギーとその変換:エネルギーに関する観察，実験を通して，日常生活や社会で

法議々なエネルギーの変換を利用していることを理解すること。熱の伝わり方も扱うこと。また，

fエネルギーの変換jについては，その総量が保存されること及びエネルギーを利用する擦の効率

も扱うことc

2)エネルギー資諒:人間辻.7}く力，火力，原子力などからエネルギーを得ていることを知ると

ともに，エネルギーの有効な利用が大切であることを認識することq 放射線の性震と利用にも触れ

ること。

・科学技術の発展

科学技術の発展の過程を知弘科学技街が人間生活を豊かで使利?こしたことを認識すること 0

・自然環境の保全と科学技術の利吊

自然環境の保全と科学技術の耗用の在今方について科学的に考察し，持続可能な社会をつくるこ

とが重要であることを認識すること。

これらの事項泣中学校までの理科教育が科学リテラシーの基本となっていることを考えたとき，

科学技笥文明下の生活上に欠かせない重要事項であり，その意味で今国の改~J'ま「新たな指導要

頭」にふさわしい。

ただ， (2)のいずれをとっても，どちらかといえば抽象的な課題であり，しかも最誌の課題とし

てあげられていて，現場では一番後屈し;こされ，場合によっては時間切れになりかねえ主いような扱

いをされるのではなかろうかむ本来なら，これらは具体的な教科の学習の中に埋め込まれて自黙に

身につけるべき事柄と思う。

6.他教科との横断的な関係

すでに述べたように，今回の改訂作業で教科学習の充実のため大幅な総合科目時閣の割減が行わ

れた。そこでは教科学習では技能の習得，活用を，総合科目では教科閣の横断的な学習により，探

求活動，課題解決的な学習を行う，ということによって役割分担をはっきりさせたことになってい

る。この新たな考え方には総合科目時間の削減に対する補完として 当然，教科の器の横断的主学

習への記長室が重要性老増すものと考えるが，それに対しては決して満足すべき配慮がなされている

と辻言い難いc 理科教育でもっとも関係の深い教科は数学であり，また，家庭・技指なども関連教

科である。特に数学に対しては「理数教育」としばしばひとくくりで扱われるが，数学の指導要領

の中に理科との関係に言及する富所誌皆無といって良い。また，家庭・技術での技術分野で比科

学技術として理科と共有すべき課題に対して，狭義の技笥の教育Lこ特イとしたものとなっており，横

新的な配意は見いだせない。これは同じように理科においても他教科との横酷的な配車はなされて

いるとはいえない。理科と社会や屋語など 信教科との関係はもっと疎遠である。

このように各教科がすで、に中学の段轄で、はっきり分かれていて 栢互に福完し合うという横断的
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なつながりが大変乏しい9 これは現在のE本での中学教育における深刻な問題点と考える。これを

時間数が減らされた総合学習に求めているのであれば総合学習の役割辻今まで以上に非常に重要

な教官として位置づけるお要があるむ

7.理科教育での物理教育の投書5

ここまで，新しく改訂された中学校学習指導要領に関して論じてきたが，ここでは改めて理科教

育の役割を考えてみたい。 f理科」というと「自索科学j という捉え方が遥常である。物理学者，物

理研究者にとってそれはきわめて自黙なことである。しかし 中等教膏で理科教育が自祭科学教脊

という姿で良いであろうか。中等教育 とりわけ中学で、の理科教育法一較の社会人への理科教脊で

なければならないことに註意すべきであるc つまり，将来の物理学者，科学者への理科教育で、はな

いということできろる G

今日の文明の提え方として日本語には科学と並んで技捕にも視点を置いた「科学技術j という

葉がある。中等教育での理科教育詰まさにこの科学技補教育であるべきと考える。これこそが「生

きる力」をはぐくむ理科教育の役割と考える。理科教育は科学技術に対するリテラシー教育という

位置づけである。

ただしここで「技読むを単に議!J¥{とされた「ものづくり」という視点から捉えたとすればそれは

本意ではない。今日の利器の誌とんど誌，単純にものづくりでできるようなものは皆無と言って良

いであろう。そのような視点では主く.1"技争iむは， 1"自探科学」が「自然老客体視する視点での知J

であることに対する「対自然への能動的な働きかけの知」と位置づけよう，ということである。こ

のような位置づけからの視点で理科教育を見直してみるべきである。

これまでの理科教育，就中，物理教育において，自然法員せを理解させることに重点が震かれてい

ても，例えばそれを導くために自京に欝きかけることに対する知恵の評価は坦上に載せられてくる

ことはまれであった。しかし，今日の科学技衛文明をもたらした技術の評植は教育において正当に

なされるべきであるむ自禁法則の発見も技舗という知恵の邑京への能動的な動きかけ抜きには寄ら

れないものである。さらにそれだけでなく 技術の知によってより豊かな生活を行うことができる

のであり，そこでは，科学と技講の詞輸のたゆまぬ知恵の活動によってもたらされているという視

点での理科教育が今日求められている。繰り返すが， 1"生きる力」を与える基本教育がリテラシー

教育であり，理科教育はまさに今日の科学技箭に対するリテラシー教育と位置づけるべきで，人類

の知恵により得られた科学技術文明を後世代に継承する営みなのでまろる。
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